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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 139,663 30.0 16,076 146.2 16,957 156.5 11,890 279.0

2021年３月期第２四半期 107,455 △26.1 6,528 △56.9 6,612 △54.8 3,137 △67.7

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 18,712百万円（－％） 2021年３月期第２四半期 △932百万円（△113.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 117.19 －

2021年３月期第２四半期 30.85 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第２四半期 317,921 192,885 59.9 1,883.47

2021年３月期 307,127 178,649 57.5 1,737.80

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 190,461百万円 2021年３月期 176,472百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 25.00 － 28.00 53.00

2022年３月期 － 31.00

2022年３月期（予想） － 31.00 62.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 280,000 9.3 29,500 6.5 30,300 2.6 21,000 14.1 207.29

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 107,508,954株 2021年３月期 107,508,954株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 6,386,330株 2021年３月期 5,959,585株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 101,461,891株 2021年３月期２Ｑ 101,675,576株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－　　　　　　　　　　　　　　　　、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有
(注)詳細は、添付資料Ｐ.９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
(注)詳細は、添付資料Ｐ.９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の回復に伴う輸出の増加を背景に、生産用機械や業

務用機械などの製造・販売に持ち直しの動きがみられる一方、世界的な半導体不足や、東南アジアでの新型コロナ

ウイルス感染症の拡大に伴う部品不足を受けた自動車の減産などもあり、製造業の生産活動は下振れしておりま

す。また、国内においてワクチン接種が進展しており、９月末には緊急事態宣言を全国的に解除したほか、活動制

限の緩和を本格化させる政府方針により、今後は国内消費が回復傾向にあります。海外に目を転じますと、中国で

は、景気は堅調に拡大傾向にあり、輸出は拡大傾向が持続しております。また、個人消費は新型コロナウイルス感

染症の感染者数が低水準となり、中国政府が活動制限を緩和したことにより、新型コロナウイルス感染症流行前の

増加トレンドに復調し、今後も堅調に拡大する見通しにあります。欧州経済については、ユーロ圏の新型コロナウ

イルス感染症に伴う活動制限の段階的な緩和を受け、個人消費は堅調に回復しております。また、ワクチン接種が

急速に進展したことを背景に、春先からサービス業の景況感が急速に回復しており、ワクチンパスポートが本格導

入されたこともサービス業の景況改善の追い風になる見通しにあります。また、米国においては、ワクチンの普及

により経済活動の正常化が進んだことなどから、経済環境や雇用情勢の改善を映して、消費者マインドが上昇して

いる一方、原材料不足などから供給量の制約が、製造業の生産活動の重石となっており、依然として新型コロナウ

イルス感染症流行前を下回る水準となっております。このように世界経済は、ワクチン普及が進むことで遅れてい

た対面型の経済活動も持ち直しが見られ、景気回復が続く見通しにあります。

当社グループの主要顧客であります自動車メーカーにつきましては、日本市場では、当第２四半期累計期間にお

いて、対前年同期比で、生産、販売台数の増加が見られました。一方、海外におきましては、当第２四半期累計期

間の対前年同期比で、米国市場では、生産台数の減少が見られたものの、欧州市場や中国をはじめとするアジア市

場において、増加が見られました。また、販売台数は、米国市場、欧州市場及びアジア市場において、対前年同期

比で、上回った状況となっております。

このような状況の中、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比30.0％増の1,396億６

千３百万円となりました。

　利益面では、売上増加による売上総利益の増加が、販売費及び一般管理費の増加を上回ったため、営業利益は前

年同期比146.2％増の160億７千６百万円となりました。経常利益は為替レートの好転により、前年同期比156.5％

増の169億５千７百万円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比279.0％増の118億９千万円と

なりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

各セグメントの売上高は、外部顧客に対するものであります。

①合成樹脂成形品事業

合成樹脂成形品事業は、国内において、会計方針の変更に記載のとおり、収益認識に関する会計基準等の適用に

伴い、金型取引について従来一定期間にわたり計上した売上高を一時点で計上したことに加え、自動車の販売台数

が堅調に推移したことにより、当社の売上高が増加しました。海外子会社においても、全体としては前年同期比で

増収となりました。利益面においても、材料費や物流費が高騰したものの、固定費の抑制に努めたことにより、増

益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の合成樹脂成形品事業の売上高は前年同期比31.3％増の1,261億３千５百

万円となり、セグメント利益につきましては、前年同期比111.6％増の162億３千万円となりました。

②ベッド及び家具事業

ベッド及び家具事業は、国内及び海外とも昨年に比べホテル向け需要が縮小した一方、国内では緊急事態宣言下

においても卸・小売向けが大きく伸長し、海外でも中国・シンガポールにおいて卸・小売が好調であったため、前

年同期比で大幅な増収増益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間のベッド及び家具事業の売上高は前年同期比19.1％増の135億２千８百万

円となりました。セグメント利益につきましては、前年同期比85.1％増の23億７千４百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産・負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ107億９千３百万円増加して、3,179億２千

１百万円となりました。主な増加要因としては、会計方針の変更に記載のとおり、収益認識に関する会計基準等の

適用等により、建設仮勘定が20億６千万円、金型が15億６千８百万円減少したものの、商品及び製品が63億７千６

百万円増加しております。また、現金及び預金が101億２千７百万円増加したこと等によるものであります。
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売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ）

2021年５月13日発表
280,000 32,000 31,700 21,000 206 80

今回修正予想（Ｂ） 280,000 29,500 30,300 21,000 207 29

増減額（Ｂ－Ａ） 0 △2,500 △1,400 0 －

増減率（％） 0.0 △7.8 △4.4 0.0 －

（ご参考）前期通期実績

（2021年３月期）
256,078 27,695 29,535 18,402 181 09

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ34億４千２百万円減少して、1,250億３千

５百万円となりました。減少要因としては、未払金が20億１千２百万円、長期借入金が16億７千１百万円減少した

こと等によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ142億３千６百万円増加して、1,928億８

千５百万円となりました。主として利益剰余金が91億５千６百万円増加したこと、及び円安により為替換算調整勘

定が62億円増加したこと等によるものであります。この結果、自己資本比率は59.9％、１株当たり純資産は1,883

円47銭となりました。

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、189億８千３百万円の資金の増加と

なり、前年同四半期連結累計期間が176億７千万円の資金の増加であったことに比べて、13億１千２百万円の増加

となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益が増加したことや売上債権が減少したことによるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、54億１千４百万円の資金の減少とな

り、前年同四半期連結累計期間が61億円の資金の減少であったことに比べて、６億８千６百万円が増加しました。

これは前年同期間と比較して、固定資産の取得による支出が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、73億１千６百万円の資金の減少とな

り、前年同四半期連結累計期間が149億４千万円の資金の減少であったことに比べて、76億２千４百万円増加とな

りました。これは主に前年同期間は社債の償還による支出があったことによるものであります。

これらの増減に加え、現金及び現金同等物に係る換算差額を合せますと、当第２四半期連結累計期間末における

現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて85億３千７百万円増加し、1,042億８千２百万円となりまし

た。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

１．業績予想の修正について

　（通期）

　通期連結業績予想の修正理由

　2022年３月期につきましては、下期以降も世界的な半導体などの不足による自動車生産台数の減少が続くことが

予想されるなど不透明な状況の中、足元では原材料、物流コストの上昇が顕著に表れるなど、固定費を抑えても当

初の計画を下回る見込みです。つきましては通期の業績予想を修正致します。

なお、連結業績予想に用いた主な為替換算レートは、108円／米ドル、129円／ユーロです。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 97,184 107,312

受取手形及び売掛金 47,721 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 44,088

電子記録債権 7,072 6,813

有価証券 417 4

商品及び製品 19,675 26,052

仕掛品 2,229 2,883

原材料及び貯蔵品 7,187 8,664

その他 7,234 8,391

貸倒引当金 △389 △312

流動資産合計 188,333 203,898

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 46,876 46,846

機械装置及び運搬具（純額） 21,642 21,021

工具、器具及び備品（純額） 5,116 4,878

金型（純額） 6,072 4,504

土地 17,677 17,962

リース資産（純額） 48 50

建設仮勘定 7,149 5,088

その他 3,796 3,339

有形固定資産合計 108,381 103,690

無形固定資産

のれん 1,025 895

その他 1,491 1,376

無形固定資産合計 2,517 2,271

投資その他の資産

投資有価証券 3,281 3,276

繰延税金資産 1,827 1,901

退職給付に係る資産 － 9

その他 3,198 3,301

貸倒引当金 △412 △428

投資その他の資産合計 7,895 8,060

固定資産合計 118,793 114,022

資産合計 307,127 317,921

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,912 20,046

短期借入金 8,771 9,672

１年内返済予定の長期借入金 927 610

未払金 6,061 4,049

未払法人税等 4,336 3,037

賞与引当金 1,986 2,053

その他 11,852 13,246

流動負債合計 54,846 52,715

固定負債

社債 35,000 35,000

長期借入金 25,405 23,733

繰延税金負債 5,673 6,341

退職給付に係る負債 3,346 3,344

その他 4,206 3,901

固定負債合計 73,630 72,319

負債合計 128,477 125,035

純資産の部

株主資本

資本金 7,290 7,290

資本剰余金 13,686 13,863

利益剰余金 176,455 185,611

自己株式 △13,897 △15,603

株主資本合計 183,534 191,161

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 665 809

繰延ヘッジ損益 △18 △29

土地再評価差額金 6 6

為替換算調整勘定 △6,450 △250

退職給付に係る調整累計額 △1,265 △1,235

その他の包括利益累計額合計 △7,062 △699

非支配株主持分 2,177 2,424

純資産合計 178,649 192,885

負債純資産合計 307,127 317,921
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 107,455 139,663

売上原価 79,963 101,407

売上総利益 27,491 38,256

販売費及び一般管理費 20,962 22,180

営業利益 6,528 16,076

営業外収益

受取利息 111 113

投資有価証券評価益 － 376

為替差益 54 431

その他 470 409

営業外収益合計 637 1,332

営業外費用

支払利息 300 225

デリバティブ評価損 71 92

その他 182 132

営業外費用合計 554 450

経常利益 6,612 16,957

特別利益

固定資産売却益 133 34

受取保険金 ※１ 360 ※１ 129

特別利益合計 493 164

特別損失

減損損失 228 －

火災損失 833 －

固定資産処分損 19 15

投資有価証券売却損 － 14

新型コロナウイルス感染症による操業休止損失 478 －

特別損失合計 1,560 30

税金等調整前四半期純利益 5,545 17,091

法人税等 2,225 4,798

四半期純利益 3,319 12,293

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,137 11,890

非支配株主に帰属する四半期純利益 182 402

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 42 143

繰延ヘッジ損益 2 △11

為替換算調整勘定 △4,523 6,257

退職給付に係る調整額 226 29

その他の包括利益合計 △4,251 6,419

四半期包括利益 △932 18,712

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,041 18,252

非支配株主に係る四半期包括利益 109 459

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,545 17,091

減価償却費 6,580 6,210

減損損失 228 －

のれん償却額 158 165

火災損失 833 －

受取保険金 △360 △129

貸倒引当金の増減額（△は減少） 423 △86

賞与引当金の増減額（△は減少） 17 49

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 88 54

受取利息及び受取配当金 △143 △149

支払利息 300 225

為替差損益（△は益） 159 △166

固定資産売却損益（△は益） △133 △34

固定資産処分損益（△は益） 19 15

投資有価証券評価損益（△は益） 36 △376

投資有価証券売却損益（△は益） － 14

売上債権の増減額（△は増加） 11,600 8,812

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,657 △3,286

その他の資産の増減額（△は増加） 640 △731

仕入債務の増減額（△は減少） △2,116 △2,463

未払又は未収消費税等の増減額 337 △907

その他の負債の増減額（△は減少） △1,309 378

その他 285 322

小計 20,535 25,009

利息及び配当金の受取額 106 155

利息の支払額 △289 △250

火災損失の支払額 △320 －

保険金の受取額 360 129

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,721 △6,061

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,670 18,983

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △235 △3,048

定期預金の払戻による収入 1,787 1,499

有価証券の売却及び償還による収入 69 420

固定資産の取得による支出 △7,882 △4,976

固定資産の売却による収入 262 77

投資有価証券の取得による支出 △35 △6

投資有価証券の売却による収入 － 641

その他 △65 △23

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,100 △5,414

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 15,556 6,929

短期借入金の返済による支出 △14,102 △6,684

リース債務の返済による支出 △701 △782

長期借入れによる収入 519 －

長期借入金の返済による支出 △412 △2,126

社債の償還による支出 △10,859 －

自己株式の売却による収入 15 507

自己株式の取得による支出 △1,419 △2,036

配当金の支払額 △3,179 △2,852

非支配株主への配当金の支払額 △357 △270

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,940 △7,316

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,345 2,285

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,716 8,537

現金及び現金同等物の期首残高 88,552 95,744

現金及び現金同等物の四半期末残高 83,835 104,282
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、主な影響としては、金型取引について従来一定期間にわたり計上しておりました売上高と売上原価

を、一時点で計上しております。また、一部の有償支給取引については、金融取引として、有償支給先に残存する

支給品について棚卸資産を引き続き認識するとともに有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高相当額について

「その他流動負債」を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,204百万円増加し、売上原価は1,096百万円増加し、販売費及

び一般管理費は54百万円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ162百万円増加し

ております。また、受取手形、売掛金及び契約資産は3,211百万円増加し、商品及び製品は3,610百万円増加、金型

は2,544百万円減少、建設仮勘定は4,359百万円減少しております。更に、利益剰余金の当期首残高は118百万円増

加しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用)

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

※１　受取保険金

　2020年２月に海外連結子会社であるNifco Germany GmbHにおいて発生した火災事故に係る保険金の受取額で

す。なお、今後においても、当火災事故に伴う損失額について追加的な保険金の受取りが見込まれます。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注1）

四半期連結損益

及び包括利益計

算書計上額

（注2）

合成樹脂

成形品事業

ベッド及び

家具事業
合計

売上高

外部顧客への売上高 96,100 11,354 107,455 － 107,455

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 96,100 11,354 107,455 － 107,455

セグメント利益又は損失（△） 7,671 1,282 8,954 △2,425 6,528

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注1）

四半期連結損益

及び包括利益計

算書計上額

（注2）

合成樹脂

成形品事業

ベッド及び

家具事業
合計

売上高

外部顧客への売上高 126,135 13,528 139,663 － 139,663

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 126,135 13,528 139,663 － 139,663

セグメント利益又は損失（△） 16,230 2,374 18,605 △2,529 16,076

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報〕

（注）１.　セグメント利益又は損失の調整額△2,425百万円は、全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメ

       　ントに帰属しない一般管理費であります。

　　２.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１.　セグメント利益又は損失の調整額△2,529百万円は、全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメ

       　ントに帰属しない一般管理費であります。

　　２.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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